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つ
づ
じ
利
用
者
さ
ん
の
合
唱

｢

春｣

で
オ
ー
プ
ン 

掛
二
小
体
育
館
が
２
０
０
名
の
参
加
者

の
熱
唱
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
５
月
２
４
日

に
開
催
さ
れ
た
掛
川
工
房
つ
つ
じ
交
流
コ

ン
サ
ー
ト
が
、
利
用
者
さ
ん
に
よ
る
合
唱

「
春
」
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。 

続
い
て
行
わ
れ
た
、
掛
川
市
出
身
の
演

歌
歌
手
「
三
咲
綾
」
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
今
話
題
沸
騰
中
の
「
天
浜
線
」
を
含

む
４
曲
を
披
露
。
そ
の
後
、
森
昌
子
さ
ん

の
「
せ
ん
せ
い
」
を
つ
つ
じ
利
用
者
さ
ん

と
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
で
熱
唱
し
て
頂
き
ま

し
た
。 

音
楽
と
似
顔
絵
、
二
つ
の
芸
術
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
満
喫 

コ
ン
サ
ー
ト
後
半
で
は
、
地
元
末
広
町

出
身
の
ギ
タ
ー
リ
ス
ト
「
服
部
こ
う
じ
」

さ
ん
と
似
顔
絵
「
桜
小
路
富
士
丸
」
さ
ん

に
よ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、
こ
う
じ
さ
ん
の
見
事
な
ギ
タ
ー

演
奏
に
合
わ
せ
て
、
富
士
丸
さ
ん
の
大
胆

か
つ
微
細
な
筆
さ
ば
き
か
ら
描
か
れ
る
似

顔
絵
に
２
０
０
名
の
観
客
は
歓
喜
の
渦
に

包
ま
れ
ま
し
た
。 

［
編
集
後
記
］ 

年
度
初
め
の
本
号
は
体

制
不
十
分
、
時
間
の
制
約
も
あ
り
、
本
当

に
発
行
出
来
る
か
と
心
配
し
ま
し
た
が 

何
と
か
出
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
一
年
間

部
員
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 
<

広
報
部
員>

 

川
島
俊
夫(

二
瀬
川) 

三
浦
繁
雄(

上
屋
敷)

、
宮
崎 

泰(

秋
葉

通
り)

、
村
松
睦
信(

鳥
居
町)

、
岡
本
金

作(

鳥
居
町)

、
石
貝
正
人(

橘
町)

、
服
部 

薫(

末
広
町)

、
澁
谷
尚
土(

長
谷)

、
丸
尾

英
幸(

七
日
町)

、
東
山
亜
希(

秋
葉
路) 

秋
葉
路
区
『
モ
ッ
コ
ク
』 

秋
葉
路
公
会
堂
前
に
雄
雄
し
く
聳
え
立
つ
『
モ
ッ
コ
ク
』
が
市
の
指
定
文
化
財
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ 

早
や
六
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。
二
十
年
以
上
前
の
秋
葉
路
造
成
の
際
、
源
ヶ
谷
池
に
あ
っ
た
樹
齢
一
千
年 

の
『
モ
ッ
コ
ク
』
を
街
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
に
と
計
画
し
ま
し
た
が
、
専
門
家
か
ら
移
植
不
可
能
と
言
れ
て
お 

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
女
性
初
の
樹
木
医
・
塚
本
先
生
の
周
到
な
準
備
と
養
生
施
策
に
よ
り
見
事
に
移
植
が
完
了 

し
、
そ
の
後
の
指
定
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
八
年
、
樹
勢
が
衰
え
非
常
に
危
険
な
状
態
に
陥
り 

ま
し
た
が
、
先
生
の
渾
身
的
な
治
療
・
養
生
施
策
に
よ
り
見
事
蘇
生
し
、
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
今
回
日
本
テ
レ
ビ
の
番
組
『
笑
っ
て
コ
ラ
え
て
』
で
掛
川
市
秋
葉
路
の
『
モ
ッ
コ
ク
』
の
木
を 

移
植
さ
れ
た
再
現
ド
ラ
マ
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
（
撮
影
：
五
月
十
日
、
放
送
：
六
月
三
日
）
全
国 

の
皆
さ
ん
に
そ
の
雄
姿
を
披
露
す
る
機
会
を
得
る
に
至
り
、
ま
さ
に
銘
木
と
し
て
の
価
値
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た 

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

平
安
の
世
か
ら
今
日
ま
で
、
時
代
の
変
遷
を
見
続
け
て
き
た
こ
の
『
モ
ッ
コ
ク
』
が
こ
れ
か
ら
も
子
々
孫
々 

ま
で
こ
の
地
日
本
・
掛
川
を
見
続
け
見
守
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。  

秋
葉
路
区
長 

西
舘 

利
雄 

平成１５年６月号の写真 

シンボルツリーの石碑 


